
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 
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1/4 

― 日立半導体技術情報 ― 
〒 1 ００ －０００４ 

東京都千代田区大手町 2 丁目6 番 2 号 
(日本ビル) 

TEL  (03)5201-5219 (ダイヤルイン) 
株式会社 日立製作所 半導体グループ 

 
製
品
分
類 

マイクロプロセッサ 発行番号 
 
TN-SH7-468A Rev. 第１版 

題
名 

SH7760 ハードウェアマニュアルRev1.0 の電気的
特性訂正、USB、その他モジュール機能訂正機能
説明の修正およびコメント追加 

情報
分類 

１． 仕様変更 
２． ドキュメント訂正追加等 
３． 使用上の注意事項 
４． マスク変更 
５． ライン変更 

対象ロット等 有効期限 適
用
製
品 

SH7760 
全ロット 

関
連
資
料 

SH7760 ハードウェアマニュアル 
ADJ-602-328 第1 版 

永年 

 
 SH7760 の電気的特性の修正および USB 機能に関して注意点がありますので、ご連絡申し上げます。 
 
 1．絶対最大定格（表 33.1） 
 

変更前(マニュアル 1.0 版) 変更後 

項目 記号 項目 記号 
I/O、CPG、ADC、USB 電源電圧 VDDQ 

VDD-CPG 

AVCC-ADC 

I/O、CPG、ADC 電源電圧 VDDQ 

VDD-CPG 

AVCC-ADC 

 
 2．DC 特性（表 33.2） 
 

変更前(マニュアル 1.0 版) 変更後 
項目 記号 

Min. Typ. Max. Min. Typ. Max. 
単位 

I2C1_SCL,I2C1_SDA, 
I2C0_SCL,I2C_SDA 

VDDQ×0.8 － 5.5 VDDQ×0.7 － 5.5 

その他の端子 

VIH 

VDDQ×0.8 － VDDQ＋0.3 2.2 － VDDQ＋0.3 

入力電圧 

I2C1_SCL,I2C1_SDA, 
I2C0_SCL,I2C_SDA 

VIL -0.5 － VDDQ×0.1 -0.5 － VDDQ×0.3 

V 

 変更前(マニュアル 1.0 版) 
【注】1．PLL の使用の有無にかかわらず、VDD-CPGを VDDQ、AVCC-ADC と同電位、VDD-PLL1/2/3を VDDと同電位、VSS-CPGおよび 
     V SS-PLL1/2/3を GNDに接続してください。これを満たさない場合、本 LSIが破壊される可能性があります。 
 
 変更後 
【注】1．PLL の使用の有無にかかわらず、VDD-CPGを VDDQ、AVCC-ADC と同電位、VDD-PLL1/2/3を VDDと同電位、VSS、VSS-CPG 

        および VSS-PLL1/2/3を GNDに接続してください。これを満たさない場合、本 LSIが破壊される可能性があります。 

2003 年 3 月 20 日 
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 2．DC 特性（表 33.2）の続き 
 

修正前(マニュアル 1.0 版) 修正後 
項目 記号 項目 記号 

出力電圧 全端子 VOH 出力電圧 全端子*6 VOH 

 変更後追記 
【注】6.  I2Cn_SCL, I2Cn_SDA は除く 
 
 3．CMT モジュール信号タイミング（表33.13） 
 

変更前(マニュアル 1.0 版) 変更後 
項目 記号 

Min. Max. Min. Max. 
単位 

CMT_CTR 出力遅延時間 tTMD － 36 － 8 ns 

CMT_CTR 入力セットアップ時間 tTMS 20 － 6 － ns 
CMT_CTR 入力ホールド時間 tTMH 20 － 2 － ns 

 
 4．HCAN2 モジュール信号タイミング（表 33.14） 
 

変更前(マニュアル 1.0 版) 変更後 
項目 記号 

Min. Max. Min. Max. 
単位 

CAN_TX 出力遅延時間 tCAND － 100 － 6 ns 

CAN_RX 入力セットアップ時間 tCANS 100 － 4 － ns 
CAN_RX 入力ホールド時間 tCANH 100 － 2.5 － ns 

 
 5．GPIO 信号タイミング（表 33.15） 
 

変更前(マニュアル 1.0 版) 変更後 
項目 記号 

Min. Max. Min. Max. 
単位 

GPIO 出力遅延時間 tIOPD － 20 － 9 ns 

GPIO 入力セットアップ時間 tIOPS 20 － 7 － ns 
GPIO 入力ホールド時間 tIOPH 20 － 5 － ns 

 
 6．I2C 電気的特性 (2) I2C DC 特性（表 33.17） 
 

変更前(マニュアル 1.0 版) 変更後 
項目 記号 

Min. Max. Min. Max. 
単位 

tIH VDDQ×0.8 5.5 VDDQ×0.7 5.5 V 
入力電圧 

tIL ‐0.5 VDDQ×0.1 ‐0.5 VDDQ×0.3 V 
 
 7．I2C 電気的特性 (3) I2C AC 特性（表 33.18） 
 

変更前(マニュアル 1.0 版) 変更後 
項目 記号 

Min. Typ. Max. Min. Typ. Max. 
単位 

I2Cn_SCL 周波数 tIcyc 0 － 400 － － 400 kHz 

I2Cn_SCL/I2Cn_SDA 立ち上がり時間 tICr － － 300 20 + 0.1Cb* － 300 ns 

I2Cn_SCL/I2Cn_SDA 立ち下がり時間 tICf － － 300 20 + 0.1Cb* － 300 ns 
  
 【注追加】* Cb は1 つのバス･ラインのトータル容量（max. 400pF） 
 
 8．I2C 電気的特性 (4) I2C シュミット特性（表 33.19） 
 

変更前(マニュアル 1.0 版) 変更後 
項目 記号 

Min. Max. Min. Max. 
単位 

VTT+ － VDDQ×0.8 VDDQ×0.7 － V 
スレッショールド電圧 

VTT‐ VDDQ×0.1 － － VDDQ×0.3 V 
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 9．SSIインタフェースモジュール信号タイミング（表 33.29） 
 

変更前(マニュアル 1.0 版) 変更後 
項目 記号 

Min. Max. Min. Max. 
単位 

出力サイクル時間 tOSCK T.B.D T.B.D 40 710 ns 

入力サイクル時間 tISCK T.B.D T.B.D 80 3300 ns 
入力ハイレベル幅/出力ハイレベル幅 tIHC/tOHC T.B.D － 65 － ns 

入力ローレベル幅/出力ローレベル幅 tILC/tOLC T.B.D － 65 － ns 
  
 10．A/D 変換器特性（表 33.30） 
  変更前(マニュアル 1.0 版) 
  【注】 2.  AVCC_ADC= GND 
 
  変更後 
  【注】 2.  AVSS_ADC= GND 
 
 11．第 16 章 タイマ／カウンタ（CMT） 
 変更前(マニュアル 1.0 版) 
  16.4.4 タイマ 16 ビット：インプットキャプチャ 4 行目 
  カウンタは値を保持、あるいはタイマイネーブルビットを無効にすることにより H'0000 に初期化されます。 
  16.4.5 タイマ 16 ビット：アウトプットコンペア 5 行目 
  カウンタは値を保持、あるいはタイマイネーブルビットを無効にすることにより H'0000 に初期化されます。 
  16.4.7 カウンタ：キャプチャ付きアップカウンタ 4 行目 
  カウンタは値を保持、あるいはタイマイネーブルビットを無効にすることにより H'0000 に初期化されます。 
  
 変更後 
  16.4.4 タイマ 16 ビット：インプットキャプチャ 4 行目 
   ピンアクティブコントロールビット(CMTCFG.EDn)の設定によってアクティブエッジが検出されると、 
     チャネル n タイムレジスタ（CMTCHnT）に 16 ビットカウンタ（CMTCHnC）の値がセットされ、 
     エッジ割り込みビット（CMTIRQS.IEn）が１にセットされ、16 ビットカウンタ（CMTCHnC)は、 
     H'0000 にリセットされ、そのままカウントを再開します。 
     また、16 ビットカウンタは、タイマイネーブルビットを無効（CMTCTL.TEn=0)にすることにより、 
     H'0000 にセットされます。 
   16.4.5 タイマ 16 ビット：アウトプットコンペア 5 行目 
   ピンアクティブコントロールビット(CMTCFG.EDn)の設定によってアクティブエッジが検出されると、 
     チャネル n タイムレジスタ（CMTCHnT）に 16 ビットカウンタ（CMTCHnC）の値がセットされ、 
     エッジ割り込みビット（CMTIRQS.IEn）が１にセットされ、16 ビットカウンタ（CMTCHnC)は、 
     H'0000 にリセットされ、そのままカウントを再開します。 
     また、16 ビットカウンタは、タイマイネーブルビットを無効（CMTCTL.TEn=0)にすることにより、 
     H'0000 にセットされます。 
  16.4.7 カウンタ：キャプチャ付きアップカウンタ 4 行目 
   ピンアクティブコントロールビット(CMTCFG.EDn)の設定によってアクティブエッジが検出されると、 
     チャネル n タイムレジスタ（CMTCHnT）に 16 ビットカウンタ（CMTCHnC）の値がセットされ、 
     エッジ割り込みビット（CMTIRQS.IEn）が１にセットされ、16 ビットカウンタ（CMTCHnC)は、 
     H'0000 にリセットされ、そのままカウントを再開します。 
     また、16 ビットカウンタは、タイマイネーブルビットを無効（CMTCTL.TEn=0)にすることにより、 
     H'0000 にセットされます。 
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 12．第 21 章 USB ホスト（USB） 
 変更前(マニュアル 1.0 版) 
  本 USB ホストは、ユニバーサルシルアルバス（Universal Serial Bus）バージョン 1.1 と OpenHCIをサポート 
  しています。 
 
 変更後 
  本 USB ホストは、ユニバーサルシルアルバス（Universal Serial Bus）バージョン 1.1*1と OpenHCIをサポート*2 
  しています。 
 
  【注】*１： USB の電気的特性は、電気的特性の章を参照してください。 
     *２：レジスタの機能に一部準拠していない部分があります。詳細は、「21.3 レジスタの説明」、 

        「21.6 HcRhDescriptorA の設定に関する制約」を参照してください。 
 


